即日検査の結果が陽性（要確認検査）となった方へ
■即日検査（迅速スクリーニング検査）の結果から、確認検査が必要となりました。
迅速スクリーニング検査では、検査試薬の非特異な反応により、１０００人に２～５人くらいの割合で、感染していなくても陽性となることがあります（これを偽陽性と呼びます）。このため、この偽陽性かHIV感染による本当の陽性かを確定するためには、さらに精密な検査（確認検査：ウエスタンブロット検査等）を行う必要があります。この確認検査は専門の検査・研究機関で行います。

⇒　もし確認検査で「陰性」となったら
本当はHIV検査陰性でHIVには感染していないことが分かります。
⇒　もし確認検査で「陽性」となったら
本当にHIV検査陽性でHIVに感染していることが分かります。


様式３　








あなたの確認検査の結果は、　　　日後に分かりますので





年　　　　　月　　　　　日　（　　　　）　　　　　時に必ず聞きに来て下さい。











もしHIVに感染していることがわかった場合には・・・　








現在は、治療法の研究がすすみ、感染していても健康を回復したり、維持したりすることができるようになりました。現在の体調に問題がない方も、専門的な治療を受けられる医療機関・医師のもとで、まず現在の健康状態の把握を知り、また今後の健康管理と治療の相談をしてください。受診する病院や医師は自由に選ぶことができます（後で変更もできます）。


○　専門病院で受けられる医療


最新の医療情報に基づき適切なアドバイスを受けることができます。治療の主な内容は、定期的な血液検査と内服薬の服用です。薬の処方は、血液検査の結果や個人の生活スタイルを考慮してその内容や服薬時期が決められます。


○  医療費の支援があります


高額医療費・障害認定・更生医療など、検査や治療にかかった費用を補助する制度があります。専門病院の医療福祉相談員や看護師におたずねください。


○　プライバシーの保護について


医療における個人情報は保護されています。あなたに無断であなたの個人情報をご家族やパートナーに知らせることはありません。安心して医療機関や各種サービスをご利用ください。


○　日常生活について


◎家族への感染予防


食事・入浴・施設の共用など日常生活で感染することはありません（感染力をもつものは血液・精液・膣分泌液・母乳等の体液だけです）から、特に制限はありません。


◎パートナーへの感染予防　


セックスでは相手に感染させるおそれがあるのでコンドームを使用するなど予防を確実に行ってください。また、既に感染している可能性のあるパートナーには、できることなら検査を受けることをすすめてあげてください









